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４
月
２５
日
（
金
）
Ｓ
Ｋ
プ
ラ

ザ
地
下
ホ
ー
ル
に
て
新
入
組
合

員
歓
迎
学
習
交
流
会
が
開
か

れ
、
新
規
採
用
の
仲
間
を
迎
え

た
青
年
部
２７
人
（
新
任
研
修
の

後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
入
組

合
員
ら
２０
人
）
が
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
吉
田
中
央
執
行
委
員

長
よ
り
「
労
働
組
合
の
役
割
と

存
在
意
義
に
つ
い
て
」
講
演
を

受
け
ま
し
た
。
ま
ず
始
め
に
「
今

あ
る
労
働
条
件
は
先
輩
達
が
交

渉
し
、
勝
ち
取
っ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

新
規
採
用
が
行
わ
れ
、
今
皆

さ
ん
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
は
、

正
に
労
働
組
合
が
存
在
し
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
者
が
団
結
す
る

意
義
に
つ
い
て
「
労
働
者
は
一

人
で
は
弱
い
立
場
だ
が
、
互
い

に
支
え
あ
う
こ
と
で
組
織
と
し

て
当
局
と
対
等
の
立
場
で
交
渉

す
る
こ
と
が
出
来
る
」
「
一
人

ひ
と
り
環
境
や
考
え
方
な
ど
違

い
は
あ
る
が
、
共
通
す
る
こ
と

を
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
費
に
つ
い
て
は
「
組
合

費
は
保
険
料
で
は
な
い
。
払
っ

た
か
ら
、
自
ら
に
還
元
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
労
働
条
件

や
職
場
環
境
、
賃
金
実
態
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
諸
課
題
に
対
し
、

自
ら
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢

こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
労
働
組

合
は
組
織
、
組
合
員
は
組
織
人

で
あ
り
、
み
ん
な
で
決
め
た
こ

と
は
み
ん
な
で
守
る
」
こ
と
の

必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
石
川
青
年
部
長
よ
り

「
青
年
部
活
動
の
報
告
〜
メ
ー

デ
ー
学
習
を
含
む
〜
」
と
題
し
、

講
演
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
青

年
部
組
織
の
成
り
立
ち
か
ら
、

昨
年
の
青
年
部
定
期
大
会
時
に

お
け
る
青
年
部
員
数
、
青
年
部

の
年
間
活
動
計
画
、
第
８５
回
メ

ー
デ
ー
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。

年
間
活
動
計
画
で
は
１２
月
の

『
生
命
と
権
利
』
を
守
る
青
年

部
総
決
起
集
会
で
確
認
さ
れ
る

統
一
行
動
（
通
年
）
に
よ
る
安

全
作
業
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
３
月
の
青
年
部
活
動
家
労

働
講
座
で
は
学
習
と
交
流
に
よ

る
青
年
部
の
組
織
強
化
及
び
課

題
の
共
有
化
を
図
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
は
、
メ

ー
デ
ー
の
起
こ
り
か
ら
労
働
者

の
統
一
行
動
日
と
い
う
中
で
東

京
清
掃
青
年
部
と
し
て
も
作
業

着
を
上
下
着
用
し
て
参
加
す
る

意
義
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

全
労
災
自
治
労
共
済
本
部
東

京
都
支
部
の
名
児
耶
事
務
局
長

か
ら
は
「
自
治
労
と
共
済
活
動
」

と
し
て
労
働
組
合
の
原
点
は
「
自

主
福
祉
活
動
」
と
い
う
話
か
ら

始
ま
り
、
共
済
制
度
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
説
明
さ
れ
、
将
来
設

計
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
し
た
。

交
流
会
は
大
和
田
副
中
央
執

行
委
員
長
の
乾
杯
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
参
加
者
自
己
紹
介
で

は
青
年
ら
し
い
元
気
な
あ
い
さ

つ
も
あ
り
、
交
流
会
の
場
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
支

部
を
超
え
た
交
流
の
後
、
石
川

青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
終
了
し
て
き
ま
し
た
。

（
青
年
部
長

石
川
幸
一
）

労労働働者者はは互互いいにに支支ええ合合ううここととでで
組組織織ととししてて当当局局とと対対等等にに交交渉渉ででききるる

新入組合員歓迎学習交流会

よよ
うう
ここ
そそ
労労
働働
組組
合合
へへ

青青
年年
部部
かか
らら
２２７７
人人
がが
参参
加加

青青年年部部のの取取りり組組みみにに積積極極的的なな参参加加をを呼呼びびかかけけるる石石川川青青年年部部長長

未未来来はは青青年年ののももののははじじめめててデデモモにに参参加加ししまますす

第３９回組織集会を成功させよう
移管から１５年目を迎え、質の高い公共サービスとしての清掃事業のあり方が問われています。車付雇上に代表される非正規労働
者や臨時職員の活用が拡大され、把握できない現場が増えることで“現場の劣化”を指摘する声も大きくなっています。
わが組合が２３区・一組を貫く単一労働組合という組織形態を選択したのは、行政のチェック機関としての社会的労働運動を目指
したものです。
官・民、正規・非正規の枠を超えて、質の高い清掃事業を守る社会的な責任と運動展開が問われ、そのための強固な組織体制を
確立することが喫緊の課題となっています。
こうした状況を踏まえ、第３９回組織集会では、「良質の公共サービスとしての清掃事業を考える」「組織財政について」の２本を
柱に議論を深め、全体での共有化をはかります。

●日 時 ６月８日（日）１０時００分～６月９日（月）１３時３０分
●場 所 箱根路開雲
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